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慢性複雑性尿路感染症 におけるNY-198の 臨床的検討

植 田 省 吾 ・山 下 拓 郎 ・吉 武 信 行 ・野 田 進 士 ・江 藤 耕 作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任:江 藤耕作教授)

新しいキノロン系合成抗菌剤であるNY-198の 慢性複雑性尿路感染症に対する有効性および安全

性について検討し,以下の結果を得た。

1) 総合臨床効果では主治医判定およびUTI薬 効評価基準で著効4例,有 効12例,無効4例 で総合

有効率は80%で あった。

2) 細菌学的には35株中31株(88.6%)が 除菌された。

3) 副作用では自他覚的には特に認めず,臨床検査値上でも本剤によると考えられる検査値異常は

認めなかった。

NY-198はnorfloxacin, ofloxacin, enoxacinと 同系

統の新 しいキノロン系経 口合成抗 菌剤 で,Fig. 1の 如 き

化学構造式 を有す る。NY-198は グラム陰性菌お よびグ

ラム陽性菌に対 し,広 い抗菌スペ ク トルを有 し,か つ,

それらに対 し殺菌的 に働 く薬剤であ り,高 い血中濃度 と

尿中排泄 を示すこ とか ら1),尿 路感染症 に対 して有用な

薬剤 であ ると考え られ る。今回,本 剤の慢性複雑性尿路

感染症 に対す る有効性 と安全性につ いて検討 を加えたの

で報告す る。

1 対象と方法

対象は昭和61年9月 より10月までの間,久留米大学医

学部泌尿器科およびその関連施設において加療を行なっ

た慢性複雑性尿路感染症20例である。年齢は34歳～86歳

で,男 性10例,女 性10例である。主な基礎疾患は膀胱腫

瘍4例,前 立腺肥大症4例,腎 結石3例,神 経因性膀胱

3例,尿 道狭窄2例,陳 旧性尿路結核,腎 孟腫瘍,尿道

NY-198 Norfloxacin

Ofloxacin Enoxacin

Fig. 1. Chemical structures of NY-198 and reference compounds
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Table 2. Overall clinical efficacy of NY-198 in complicated UTI

200mg×3/day, 5 days treatment

Table 3. Overall clinical efficacy of NY-198 classified by type of infection

脱,尿 道カル ンクルスの それぞれ1例 であ った。 投与方

法は1回200mgを3回,食 後 に5日 間,連 続 して経 口投与

をおこなった。臨床効果 の判定 は主治医お よびUTI薬

効評価基準(第3版)2)に もとついてお こなった。

II 結 果

対象20例 の詳細 はTable 1に 示す。主治医判定では著

効4例(20.0%),有 効12例(60.0%),無 効4例(20.0

%)で あ り,UTI薬 効 評価 基準 に よる判 定例 にお いて

も,総合臨床効果 はTable 2に 示す ごと く著 効4例(20.0

%),有 効12例(60.0%),無 効4例(20.0%)で,総 合

有効率は80-0%で あった。膿 尿に対 す る効果 では正常化

5例(25.0%),改 善5例(25.0%),不 変10例(50.0%)

であ り,細 菌尿 に対 す る効果 で は菌 消 失15例(75.0

%),減 少1例(5.0%),菌 交代1例(5.0%),不 変3例

(15.0%)で あった。疾患病態群 別での有効率 はTable

3に 示す ごと く第1群0%(0/2),第2群 対象 な し,第

3群100%(1/1),第4群100%(7/7),第5群 対 象 な

し,第6群80%(8/10)で あ り,単 独菌感染症,複 数菌

感染症 と もに80%の 有効率で あった。細菌学的効果で は

Table 4の ご と き菌 が分 離 さ礼 主 な分 離株 で あ る

Escherichia coli, Acinetobacter calcoaceticus, Sta-

phylococcus epidermidis等 は す べ て 除 菌 さ れ,

Pseudomonas aeruginosa以 外は良好な除菌率で,全 体

の除菌 率は88.6%(31/35)で あった。106/ml接 種時 の

MICと 細菌学的効果 との関係で はTable 5に 示す ご と

く,多 くの菌種 は0.78μg/ml以 下に属 し,非 常に高い除

菌率で あった。投与後 出現菌 はTable 6の ご とくで,P.

aeruginosa, Yeastの2株 であ った。

副作用で は自他覚的 には特 に認めず,臨 床検査値 上で
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Table 4. Bacteriological response to NY-198

in complicated UTI

*: Regardless of bacterial count

も本剤 によると考 え られる検査値異常 は認め られなかっ

た。

III 考 案

NY-198は 新 しいキノロ ンカル ボン酸系合成抗菌剤で
,

グラム陰性菌お よびグ ラム陽 性菌に幅広 い抗菌スペクト

ラムを示 し,か つ,殺 菌的に作用 する と言われている。

また,体 内動態では,血 中半減期 は6～8時 間 と長 く,

高濃度で,尿 中排泄 も約80%と 高 く1),尿路感染症に有用

な薬剤であろ うと考 え られる。

今回,我 々の慢性複雑性尿 路感染症に対す る臨床的検

討 にお いて は,主 治医判定 お よびUTI薬 効評価基準で

Table 6. Strains* appearing after NY-198

treatment in complicated UTI

* Regardless of bacterial count

Table 5. Relation between MIC and bacteriological response in NY-198 treatment

No. of strains eradicated/No. of strains isolated
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80%と 高い有効率で あったが,有 効例が多 く,総 合臨床

効果では菌消失率が75%と 高い割 に,膿 尿の改善度か砥

く,著効例が少ないことが有効例 を増加 させた原因 とな

ったと考えられる。疾患病態群別で は第3群,第4群 は

100%,第6群 も80%と 高い有効 率 を示 した。この ことは

経口剤で も中等症程度のやや難治性の尿路感染症 に対 し

て,効 果を期待で きる もの と考 えられ る。

細菌学的検討において も本剤が広 い抗菌 スペ ク トル を

有していることを反映 して,大 部分 は0.78μg/ml以 下の

MICで あり,優 れた除菌率であ った。同様の新 キノロン

剤であるnorfloxacin, ofloxacin, enoxacinは 現在,一

般臨床において使 用さ礼 その有用性 は広 く認め られ て

いる。当科 におけるそれ ら薬剤の開発時の臨床的検討 と

比較すると,norfloxacin3), ofloxacin4), enoxacin5)の

いずれ よりも本剤の 臨床効果 は優れ ていた。特 に非 カテ

ーテル留置例の単独菌 および複数菌感染症 においては非

常に良好な臨床効果 を認め た。 また,細 菌学的 に も優れ

た特徴を示 している と考 え られ る。以上 よ り本剤 は中等

症 の慢性複 雑性 尿路感染症 に対 し,十 分効果の期待で き

る薬剤 であ ると思 う。 また,副 作用 では 自他覚的 に も異

常は認 めず,臨 床検査値上 で も特 に本剤 による と思われ

るものは認 め られず,安 全 な薬剤 である と思 われ た。
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NY-198 IN CHRONIC COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

SHOGO UEDA, TAKURO YAMASHITA, NOBUYUKI YOSHITAKE, SHINSHI NODA and KOSAKU ETO

Department of Urology, School of Medicine, Kurume University, Kurume

We evaluated NY-198, a new quinoline, for clinical efficacy, usefulness and safety in the treatment of chronic
complicated urinary tract infection. The following results were obtained.

1) NY-198 was clinically evaluated by the attending doctor as excellent in 4 cases, moderate in 12, and poor
in 4, the efficacy rate being 80.0% by both the docter's and the Japanese Committee's evaluation .

2) Bacteriologically, 31 (88.6%) of 35 strains were eradicated.
3) No side-effects or laboratory abnormalities were observed in any of the patients.


